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研究成果の概要（和文）：ヘルシンキやトゥルクなどの小中高校9校及びヘルシンキ教育委員会を訪問調査した．また
，日本における実践事例の分析を行い，フィンランドでの調査結果と比較して，学習指導高度化モデルの開発を行った
．
教員によるICT活用では，「発話」「情報提示」「焦点化」の3つに配慮することで効果的な「拡大提示」になることを
明らかにした．
児童生徒によるICT活用は，「情報の収集」「整理・分析」「まとめ」「発表」に関する学習活動を，難易度を徐々に
上げながら繰り返し取り組むことで，「高次な学力の育成」に効果があることを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：Conducted a survey trip to 9 different elementary, junior high and high schools 
in the cities such as Helsinki and Turku and the Helsinki boards of education. Also, analyzed the 
practice case examples in Japan, compared them with the result of survey in Finland, and developed a 
teaching and learning advanced model.
With regard to the use of ICT by teachers, it was revealed that consideration to the three factors of 
“speech”, “information presentation”, and “focusing” lead to an effective “expansion 
presentation”.
With regard to the use of ICT by children, it was revealed that engaging repeatedly in learning 
activities relate to “information collection”, “arrangement and analysis”, “summarization”, and 
“presentation” while gradually increasing the difficulty level is effective for the “development of 
higher-level academic ability”.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 平成 23 年度文部科学白書では「グローバ
ル化や知的基盤社会の到来、少子高齢化の進
展など，社会が急速な変化を遂げており（中
略），知識や技能の習得とともに、思考力・
判断力・表現力などの育成を重視」と示され
ている．従来からの基礎的・基本的な知識・
技能の習得のみならず，思考力・判断力・表
現力，21世紀型スキル，デジタル読解力とい
った新しい時代に対応した能力の育成が初
等中等教育で求められているといえる．しか
し，学校での授業時間数には限界があり，単
なる教育内容の上乗せでは実現が困難とい
える．したがって，これらの学力をバランス
良く確実に身に付けさせる学習指導の高度
化は，これまで以上に求められている． 
学習指導の高度化に成功している国とし
て，フィンランドがあげられる．PISA の高
スコア，それらを支えるとされるフィンラン
ドメソッドなど，フィンランドにおける教育
方法には，高い評価がある．同メソッドによ
る思考力や論理力といった高次な能力育成
がなされる一方で，基礎的・基本的な知識・
技能の習得も，着実に行われている．高次な
能力育成の際には，ペア活動やグループ活動
が多用される一方で，基礎的・基本的な知
識・技能の習得では，一斉指導スタイルも多
用されている．また，ICTは，一部において
始まっている高次な能力育成の際の一人一
台の PC活用，一斉指導場面におけるプロジ
ェクタや実物投影機の日常的な活用など，明
解な教育的な意図の中で ICT 活用がされて
いる．これらは，平成 24 年度教員研修セン
ター・教育課題研修指導者海外派遣プログラ
ムにおいて，フィンランドの 6校のみを視察
した結果であり，本研究を通じた詳細な調査
が必要であるが，これらの事例は，日本の学
習指導の高度化に参考になる点が多いと思
われる． 
しかし，学術研究において，フィンランド
における ICT活用の報告は，あまり多いとは
いえない．例えば，情報コミュケーション学
会誌において，西端律子氏ら(2007)が「フィ
ンランドの ICT 教育とコミュニケーション」，
松下慶大氏(2007)が「フィンランドにおける
教育の情報化への取り組み」を発表している
が，情報教育に関わる点が中心的であったり，
既に数年が経っており，一人一台 PCといっ
た，その後の進展に対応出来ていない可能性
がある．また，本研究で中心的なターゲット
となる教科指導に関する ICT 活用に関する
学術研究もあまりなく，「数学教育」誌にお
いて，山口武志氏(2010)が「フィンランドの
高等学校数学科教科書」で，教科書が，ICT
活用に配慮した誌面になっていることを示
している．山口氏の成果は高等学校の数学科
の教科書に限られるが，本研究では，様々な
教科や授業場面，学習環境を多面的に調査し，
幅広く学習指導に役立つモデルを作ってい
くことが，目的となる． 

 
２．研究の目的 
 フィンランドにおいてフィールド調査を
行い，それらの知見等から，我が国の ICTを
用いた学習指導高度化モデルを開発する． 
 
３．研究の方法 
 次の方法で研究を進めた． 
・フィンランドにおけるフィールド調査 
・国内における ICT を用いた学習指導法の動
向調査 
・学習指導高度化モデルの開発 
 
４．研究成果 
（１）フィンランドの訪問調査の結果 
 ヘルシンキやトゥルクなど複数の都市の
小中高校9校及びヘルシンキ教育委員会を訪
問した．学校訪問調査の結果について，ICT
活用に関する概略を一覧表（表１）にまとめ
た． 
①フィンランドの学校における ICT 環境 
 訪問した全ての学校の全ての教室には，実
物投影機と教員用 PC 及び大型提示装置（プ
ロジェクタ等）が常設されていた．大きめの
教員用の机の上に常設されていることがほ
とんどであり，スイッチ一つで使えるように
なっていた．実際に訪問すると電源が入って
おり，活用されていることが大抵であった．
ただし，小さい教師用の机に置かれていたり，
折りたたみ式の実物投影機が折りたたまれ
ていたりすると，あまり活用されていなかっ
た．機器の常設のみならず，常設の位置等に
も配慮が必要であると思われた． 
大型提示装置はほとんどがプロジェクタ
であり，電子黒板機能が搭載されていること
は少なかった．1校のみ液晶 TV 型の電子黒板
であったが，それでも 70 インチであり，30
人以下の少人数の学級でも，教材等をなるべ
く大きく拡大提示することを考えていた．い
ずれの場合も，常設が基本であった． 
 全ての学校において，普通教室でも使える
ノート PCやタブレット PCが整備されていた．
ノート PC のみが 9 校中 2 校，タブレット PC
のみが 2 校，両方ある学校が 5 校であった．
無線 LAN は多くの学校に設置済みであり，廊
下に数台のデスクトップコンピュータが置
いてあり自由に活用できる学校も多かった．
課題の提出等の学習を管理するといったシ
ステム（LMS 等）についても 5 校に導入され
ていた． 
 
②学習指導における ICT 活用 
 教員は，参観したほとんど全ての授業で，
実物投影機や PC を用いて，教科書やノート
を拡大提示しながら発話をしていた．多くの
授業において，一斉指導が多用されており，
机の配置も一斉形式（スクール形式）が多か
った．また，特に算数については，指導者用
デジタル教科書が教科書採用校は無料で活
用できるとのことで，多くの授業で活用され



○ プロジェクタが中心 ○ プロジェクタが中心 ○ 液晶TV型IW B ○ プロジェクタが中心 ○ プロジェクタが中心

○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設

○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設

○ カート．ノートPCが30台 ○ カート．タブレット40台 ○ カート．タブレット，ノートPC ○ カート．ノートPC40台，iPad25台 ○ ノートPC15台

一斉形式が中心 グループ形式が中心

○ デスクトップPCを数台配置 ー ○ デスクトップPCを数台配置 ー ○ デスクトップPCを数台配置

ー ー ー ー △ 授業によって活用

○ TV会議を行うために ー ー ー ○ 2箇所．20台ずつ．

× × ○

校外学習時のタブレット位置確認や

学習内容や観察結果を投稿したりで

きるシステム

○
課題やデジタル教材を一元的に管理

するシステム（Edison）
×

2016年3月

Elisenvaaran中学校

K yrö

一斉形式が中心

・様々な教科指導において，教員が教科

書，ノート，ビデオを提示しながら内容の

説明や丸つけ（一斉）

・生徒が授業内容に応じて私物のスマホで

検索を行う（個別）

2016年3月

Teacher Training S chool, R aum a小中学校

ラウム

・学年縦割りグループを作り，それを国と

見立てて，複雑な利害関係を解決するため

に，タブレットで調べたり，発表内容をま

とめたりする（個別及びグループ）

2016年3月

Loukinaisten小学校

Lieto

一斉形式が中心

・算数において指導者用デジタル教科書を

用いて教員が説明（一斉）

・歴史の授業において，児童がノートPC

を用いて課題を調べてまとめる（個別）

・算数において指導者用デジタル教科書を

用いて教員が説明（一斉）

・児童が，タブレット端末を用いて，計算

問題ドリルで習熟（個別）

・履修者の少ない外国語において個別にテ

レビ会議システムを用いて遠隔学習（個

別）．

2015年3月

トゥルク

Topelius小中学校

一斉形式が中心

・理科の実験結果を教員がプリントを見せ

ながら説明（一斉）

Vähä-H eikkilä 小学校

2015年3月

トゥルク

ていた． 
教員によるICT活用の目的は，教員の発問，
指示，説明といった発話の支援であった．そ
の際の提示の工夫として，例えば，プリント
を映しながら丸つけをしたり，児童と同じノ
ートに書き方も含めて示したり，資料におい
ては不要部分を映さないといったズームが
行われたり，同時に指し示したりすることも
多かった．こういった教員によるICT活用は，
我が国とほぼ同じといえるものであった．加
えて，一部の授業において LMS システムを活
用していた． 
 児童生徒の ICT 活用は，わずかな授業にお
いて行われていた．訪問した全ての学校では，
少なくとも1学級分の児童生徒分の可動式の
PC は用意されているものの，実際に活用して
いるシーンが参観できることは少なかった．
インタビューにおいても，活用法は，試行錯
誤といったコメントが数多く聞かれた． 
児童生徒が活用する際は，教員から指示さ
れた課題について，調べたり，まとめたり，
発表したりするための活用が多く，これは我
が国でいえば，探究的な学習活動において
ICT が活用されていると考えられた．この際，
一部の中高校においては，私物のスマートフ
ォンが活用されていた．生徒の判断で必要な
タイミングで活用してよいとのことであり，
教員が用意した資料をダウンロードしたり，
検索したりするために活用していた． 
 基本的には児童生徒は個別に活動を行う

が，途中で相談をしたり，成果等を伝えたり
するために，ペアやグループ，一斉の学習形
態に変わることもあった．こういった学習形
態の変化は我が国と似ていた． 
一方，児童生徒に学習意欲を感じていなか
ったり，学習規律が緩かったりする学級では，
ICT がゲーム等の遊びに使われていることも
あった．児童生徒が ICT を活用する学習活動
の前提として，我が国同様に，学習意欲や学
習規律が重要であることが確認できた．また，
児童生徒の操作スキルは高いだけではなく，
情報の収集や整理・分析といった情報スキル
も高かった．こういった基盤となるスキルが
身についていると考えられた． 
 
（２）ICT を用いた学習指導モデルの検討 
①教員による ICT 活用 
 フィンランドでの教員の ICT 活用は，一部
LMS 等が活用されていたことを除けば，ほぼ
全てが教科書やノート等の拡大提示であっ
た．児童生徒が ICT を活用するタイプの授業
においても，課題等を説明する際などに，拡
大提示が行われていた． 
前述の通り，我が国における学習指導法と
ほぼ同様といえ，教員の発問，指示，説明と
いった発話を支援する目的であった．その際
に，教科書やノート等といった情報提示が行
われ，指し示し，書き込み，ズームなどの焦
点化が行われているといえる．図 1のように
まとめられる．

大型提示装置 ○ プロジェクタ型IW Bが多い ○ プロジェクタのみが中心．一部IW B ○ プロジェクタが中心 ○ プロジェクタが中心

実物投影機 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設

教師用PC ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設 ○ 全教室に常設

児童生徒用PC ○ カートでの移動式．ノートPC ○ カート．ノートPC，タブレット ○ タブレット100台 ○ 270台．ノートPCとタブレット

机の配置

廊下のICT環境 ○ デスクトップPCを数台配置 ○ デスクトップPCを数台配置 ○ デスクトップPCを数台配置 ー

私物スマホの利用 △ 授業によって活用 ー △ 授業によって活用 ー

コンピュータ室 ○ ノートPCが1人1台 ○ メディアルームとして ー ー

学習支援システム

等
○ 課題提出等を行うためのシステム × ○

家庭との連携システム．G oogleドラ

イブ等
○ コミュニケーションを行うシステム

2015年3月

・理科の実験において，実験手順書を

G oogleドライブから私物スマホでダウン

ロードして，班ごとに主体的に実験を行

う．実験レポートはノートにまとめる（個

別及びグループ）

2015年3月

W äinö A altonen小学校

トゥルク

・学校生活のビデオ制作（グループ）

・算数の時間にプログラム学習（個別）

・算数において教員がノートを映しながら

説明（一斉）

・児童がインターネットでの検索やワープ

ロを用いて課題をまとめる（ペア）

一斉形式が中心 一斉形式が中心だか，グループも

Luostarivuori中高等学校

トゥルク

ICTの活用事例

（）内はICT利用時の学習形

態

Torpparinm aen peruskoulu小中学校

2013年9月

・理科の学習で，水生生物を図鑑や私物ス

マホで調べて特徴を分類してから考察，発

表（個別及び一斉）

・多くの授業で教員が説明したり指示した

りするための一斉提示用の実物投影機やス

ライドの活用（一斉）

2013年9月

S iltam äen ala-aste小学校

ヘルシンキ ヘルシンキ

・単語の分類結果について，電子黒板で理

由を含めて発表（一斉）

・1人1台のパソコンを用いて調べる課題

のレポートをまとめる（個別）

・国語において教員がノートを映しながら

説明（一斉）

訪問日

校名

場所

普通教室

の環境

その他の

ICT環境

グループ形式．一部に一斉形式 グループ形式が中心

表 1 フィンランド訪問調査のまとめ 
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情報提示の方法を黒板にすれば，従来の板
書を用いた学習指導法と大きくは変わらな
い．フィンランドと我が国を比較するならば，
両国とも大型の黒板が学級に据え付けられ
ていることが同じであり，このことが教員に
よる ICT 活用が似る理由とも考えられる． 
一方で，フィンランドは我が国と比較して
一問一答的な発問を多用していた点が特に
異なると考えられる． 
 
②児童生徒による ICT 活用 
 フィンランドにおいて，児童生徒による
ICT 活用は，それほど多くの事例が得られな
かった．そこで，我が国の多数の事例を分析
して，モデル化を図り，それをフィンランド
の実践に当てはめて検討することにした． 
 フューチャースクール推進事業や学びの
イノベーション事業等に関する 4 件の報告
（総務省 2013，中川ら 2014，広島市立藤の
木小学校 2014，徳島県東みよし町立足代小
学校 2013）から，児童によるタブレット端
末の活用状況を分析した． 
学習活動場面として分類を試みると，全て
の実践事例が分類でき，その特徴がつかみや
すかった．分類された学習活動場面は，「情
報の収集（30件）」「整理・分析（18 件）」「ま
とめ（18 件）」「発表（31件）」及び「ドリル
（21 件）」であった． 
また，その際の学習形態は，「一斉（28件）」

「グループ（19 件）」「ペア（10 件）」「個別
（59 件）」であった（不明が 2 件）．この際，
「グループ」「ペア」のみで，授業の最初か
ら最後まで完結することはほとんどなく，
「個別→グループ→一斉」「個別→ペア」と
いった個別を含む形で授業が進行すること
が通常であった．さらに協働学習は，「情報
の収集」＋「ペア」，「整理・分析」＋「グル
ープ」のように，各学習活動場面に，活動形
態を加えることで説明が可能であった． 
「ドリル」を除くと，これらの学習活動場
面は，学習指導要領解説「総合的な学習の時
間編」にある「探究的な学習における児童の
姿」と一致度が高いと同時に，情報教育とし
て説明される学習活動とも一致度が高かっ
た．つまり，「情報の収集」「整理・分析」「ま
とめ」「発表」を難易度を上げながら繰り返
し取り組むことで，「高次な学力の育成」を
行っているといえた． 
 さらに，広島市立藤の木小学校，富山市立
芝園小学校，江東区立小名木川小学校等のタ
ブレット端末導入校の初期段階を丁寧に分
析すると，学習意欲，学習規律，基礎基本，
知識・技能といった ICT 活用以外のそもそも
の「基盤となる力の育成」の重要性が明らか
となった．これらに加えて，ICT 環境整備の
充実を前提に，ICT 操作スキル，情報の収集
といった情報スキルが，ICT を用いた探究的
な学習活動を成立させる基盤として重要で
あることが明らかとなった． 
 以上の我が国の結果を，フィンランドでの
訪問調査の結果と比較検討した．まず，基盤
となる力の育成として，学習意欲，学習規律，
基礎基本，知識・技能といったことは，前述
の通り，フィンランドにおいても重視されて
いた．さらに，ICT を活用するための操作ス
キル，情報の収集といった情報スキルは，む
しろフィンランドの児童生徒の方が優れて
いると感じられる点も多く，これらが ICT を
活用して学習する上での前提となっている
ことがうかがえた．ICT を活用した高次な学
力の育成については，フィンランドにおいて
も，我が国の探究的な学習のプロセスと似た
活動が行われていた．さらにペアやグループ
といった学習形態の組み合わせの扱いも似
ており，少しずつ難易度を上げながら繰り返
し学習に取り組む考え方も同じであった．こ
れらを含めて図 2に示す児童生徒の ICT活用
モデルを導いた． 
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